
　

本
市
の
人
口
は
、
約　

万
人
。
市

１２

域
面
積
は
４
８
９
・　挨
で
す
。
佐

３６

伯
・
吉
和
を
中
心
と
し
た
中
山
間
地

域
の
面
積
は
市
域
全
体
の
約
７
割
を

占
め
て
い
る
の
に
対
し
、
人
口
で
見

る
と
約
１
割
で
す
。

　

こ
れ
は
、
日
本
全
体
で
見
て
も
同

じ
こ
と
で
、
国
土
保
全
と
食
糧
供
給

な
ど
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
過
疎
・
中
山
間
地
域
は
、
国
土
の

約
７
割
を
占
め
て
い
る
の
に
対
し
、

人
口
は
約　

％
で
す
。

１４

　

過
疎
・
高
齢
化
と
い
う
深
刻
な
課

題
を
抱
え
る
中
で
、
今
一
度
、
こ
の

数
字
が
意
味
し
て
い
る
こ
と
を
念
頭

に
、
そ
の
振
興
策
を
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
過
疎
・

高
齢
化
の
問
題
に
対
し
て
、「
こ
れ

を
す
れ
ば
大
丈
夫
」
と
い
う
特
効
薬

は
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

事
実
、
中
国
地
方
で
も
多
く
の
集

落
が
無
人
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

当
市
に
お
い
て
も
、　

世
帯
未
満
で

２０

住
民
の
半
数
以
上
が　

歳
を
超
え
た

６５

「
限
界
集
落
」
は
山
間
部
の
佐
伯
、

吉
和
地
域
を
中
心
に
平
成　

年
時
点

２１

で　

カ
所
あ
り
ま
す
。

１３

　

し
か
し
、
過
疎
・
高
齢
化
と
い
っ

た
問
題
は
、
中
山
間
地
域
だ
け
の
こ

と
で
は
な
く
、
現
在
、
沿
岸
部
の
団

地
で
も
同
じ
課
題
が
浮
き
彫
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
市
は
、
広
島
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
と
し
て
発
展
し
、
住
宅
団
地
の
造

成
に
よ
る
人
口
の
流
入
に
支
え
ら
れ

急
増
し
て
き
ま
し
た
。
同
じ
時
期
に

入
居
し
た
人
た
ち
が
年
を
取
り
、

「
坂
が
あ
る
」「
車
の
運
転
が
で
き
な

く
な
る
」
と
い
っ
た
背
景
か
ら
、

「
交
通
・
買
い
物
・
医
療
」
と
い
う

日
常
生
活
、
ま
つ
り
や
行
事
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
ま
で
困
難
に

な
っ
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。
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そ
う
い
っ
た
中
、
市
で
は
、
空
き

家
バ
ン
ク
の
登
録
や
、
地
域
支
援
員

を
配
置
し
、
地
域
の
活
性
化
・
交
流

拡
大
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
現
在
、
空
き
家
バ
ン
ク
の

登
録
で
は
、　

人
の
入
居
希
望
者
に

２５

対
し
、
４
件
の
物
件
登
録
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
特
に
入
居
希
望
者
の
多
く

は
、
田
舎
暮
ら
し
を
求
め
て
田
畑
の

あ
る
物
件
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

　

過
疎
地
に
お
い
て
は
、
新
し
く
定

住
す
る
人
が
地
域
の
起
爆
剤
に
な
り

ま
す
。
こ
の
状
況
か
ら
考
え
る
と
、

ま
だ
ま
だ
過
疎
地
域
の
活
性
化
の
糸

口
は
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

一
番
大
切
な
こ
と
は
、
住
み
な
れ

た
地
域
で
生
き
生
き
と
元
気
に
暮
ら

せ
る
こ
と
。
地
域
の
活
性
化
の
た
め

に
は
、
ま
ず
住
民
自
身
が
元
気
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

元
気
な
地
域
に
は
、
魅
力
が
あ
り

ま
す
。
人
や
自
然
、
文
化
的
資
源
は

地
域
の
宝
で
す
。
そ
う
い
っ
た
地
域

の
宝
に
磨
き
を
か
け
て
、
地
域
ら
し

い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

何
よ
り
、
多
く
の
人
が
行
っ
て
み

た
い
と
思
う
魅
力
的
な
地
域
と
は
、

「
地
元
の
人
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
暮

ら
し
て
い
る
場
所
」
な
ん
で
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
人
が
何
か
を
や
ろ
う
と

「
ざ
わ
ざ
わ
」
し
て
い
る
。
そ
ん
な

地
域
に
す
る
こ
と
で
、
新
し
く
何
か

が
変
わ
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

過疎地では、「人」が地域の起爆剤。しかし、空き家バンクの登録では、２５人の定住希望に対して、４件の登録しかないんです―。
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展望
明るい未来へ向けて―

過疎・高齢化の問題に対して、

『これをすれば大丈夫』という特効薬はないのが現状。

さらに、この問題は、中山間地域だけの話ではない。

沿岸部の住宅団地も同じ課題を抱えている。

地域の再生に向け、何が必要なのか。どうすればいいのか―。

ができるのか何地域再生のために
　「盆や正月に若者が帰ってこ

ない…」。忍び寄る高齢化や過

疎に「 結 い」の力で立ち向かっ

ゆ
た地域がある。岩手県二戸市浄

法寺町門崎地区だ。市の中心部

から約　灼離れた場所に位置す
２５る　戸の小さな集落。「なぜ、

１９若い世代が出て行ったきり、

帰ってこないのか」。住民は頻

繁に会議を開いた。

「汲み取りトイレだった」

　孫は怖がる、都会育ちのお嫁

さんは便秘になる、遠くの水洗

トイレまで行って用を足す。ト

イレが怖いというのが、１年か

けて出た結論だった。

　当時、地区には下水道の整備

計画がなく、役場に陳情。しか

し、財政が厳しい折、実現は見

通しが立たなかった。

　「だったら自分たちで下水道

を引こう」。平成８年、住民た

ちは「　世紀に向けたむらづく

２１り　カ年計画」をまとめ、「門

１０崎むらづくり推進協議会」（佐

藤幸作会長）を立ち上げた。会

には　世帯全戸が加入。計画に

１９は下水道の整備のほか、公園な

どの整備も盛り込まれた。

　住民の中に土木工事や水道工

事の経験者がいたことが幸いし

た。重機などはレンタルし、自

ら作業を行うことで経費を抑え

た。費用は各戸からの月５千円

の積み立てのほか、市の補助金

を充てた。
　「参加できる人は、参加でき るときに、できることをする」。

共同作業は決して強要せず、作

業が終われば必ず反省会を行い、

労をねぎらった。
　そうして計画から　年経った
１０

とき、　戸すべてのトイレが水

１９洗化された。
　また、バス待合所、温泉付き

集会所、炭焼き小屋、児童公園

なども作った。子供たちが帰っ

てきてくれても、盆は農繁期で

遊んでやれない、冬は雪で遊べ

ないといった問題を解消するた

めだった。
　こうした努力が実を結び、若

い世代が帰省するようになり、

Ｕターンする家族も増えた。門

崎の人たちは、飲んで食べる反

省会を楽しみにしている。若い

人たちも、その楽しそうな姿を

見て次々と参加する。そのなか

でまた次のアイデアも出てくる

という。
　門崎には、行政に頼り切らな

い本物の地域主権の姿がある。

その取り組みは「住民による住

民のための地域づくり」のモデ

ルケースとして、全国から注目

されている。

空き家バンク
　

市
で
は
、
空
き
家
の
有
効
活
用

を
通
し
て
、
市
民
と
市
外
居
住
者

な
ど
の
交
流
拡
大
や
定
住
促
進
に

よ
る
地
域
の
活
力
維
持
を
図
る
た

め
、
平
成　

年
度
か
ら
空
き
家
バ

１９

ン
ク
制
度
を
創
設
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
空
き
家
を
提
供

（
売
却
・
賃
貸
）
し
た
い
人
と
、

住
み
た
い
人
と
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
対
象

物
件
は
、
現
在
、
過
疎
・
中
山
間

地
域
に
限
定
せ
ず
、
団
地
の
高
齢

化
な
ど
に
よ
る
空
き
家
対
策
な
ど

の
実
態
も
踏
ま
え
、
市
域
全
域
を

対
象
に
物
件
登
録
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　

空
き
家
を
持
ち
、
売
却
・
賃
貸

を
考
え
て
い
る
人
は
、
経
営
政
策

課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

空き家改修補助金制度の創設

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た

物
件
を
買
っ
た
、
ま
た
は
借
り
た
、

貸
し
た
人
を
対
象
に
、
４
月
か
ら

建
物
の
改
修
費
用
の
一
部
を
補
助

す
る
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。
詳

ニ
ュ
ー
ス
や
地
域
資
源

の
紹
介
な
ど
、
吉
和
地

域
の
情
報
発
信
に
務
め

て
い
ま
す
。
こ
の
地
域

支
援
員
の
取
り
組
み
は
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
団
体
を

は
じ
め
、
市
が
一
体
と
な
っ
て
支

援
・
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

佐伯地域への拡充
　

吉
和
地
域
に
続
い
て
、
今
年
度
、

佐
伯
地
域
に
地
域
支
援
員
の
配
置

を
予
定
。
佐
伯
地
域
の
特
性
を
生

か
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
地
域

が
元
気
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

地域支援員
　

市
で
は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化

な
ど
の
進
行
が
著
し
い
過
疎
・
中

山
間
地
域
に
お
い
て
、
地
域
内
外

の
人
材
を
積
極
的
に
活
用
し
、
地

域
力
の
維
持
・
強
化
を
図
る
活
動

を
す
る
、
地
域
支
援
員
を
採
用
し

て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
か
ら
吉
和
地
域
に
地

２３

域
支
援
員
を
１
人
配
置
。
各
戸
訪

問
に
よ
る
集
落
の
実
態
調
査
の
ほ

か
、
地
域
全
体
を
使
っ
て
、
自
宅

の
一
部
を
開
放
し
、
作
品
展
示
な

ど
を
行
う
イ
ベ
ン
ト
、「
お
さ
ん

ぽ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
の
実
施
な
ど
、

人
と
人
と
の
交
流
や
つ
な
が
り
を

育
む
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

取
り
組
み
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
季
刊
誌
「
吉
和
も
り
だ

よ
り
」
を
発
行
し
、
四
季
折
々
の 新規農業経営者研修生募集

　

市
で
は
、
意
欲
と
希
望
を
持
っ

て
農
業
経
営
を
目
指
す
若
い
研
修

生
を
募
集
し
ま
す
。
軟
弱
野
菜
を

対
象
に
、
栽
培
技
術
や
経
営
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
実
地
な
ど
で
学
び
、
地

域
の
方
々
と
協
働
し
て
こ
れ
か
ら

の
市
の
農
業
の
担
い
手
に
な
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

研
修
期
間
は
２
年
間
。
申
込
方

法
な
ど
詳
し
く
は
、
農
林
水
産
課

ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

一番大事な地域資源は『人』地域への交流拡大へ向けて問合せ　経営政策課緯運９１１９
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ヨソ者の視点が、地域を変える地域の活性化に向けて問合せ　経営政策課緯運９１１９
新しい農業者が、地域に風を起こす農業で地域おこし問合せ　農林水産課緯運９１４３各戸訪問により、集落の実態調査を行う地域支援員の吉冨有美さん（写真左）

吉和地域の情報が詰まった「吉和
もりだより」。3カ月に1回発行。特集　ふるさと―

市の取り組みを紹介します

トイレが怖い…問題点を突き詰めた門崎地区にヒントがある先進地に学ぶ 平成２４年度農林水産祭村づくり部門で天皇杯を受賞した岩手県二戸市 浄法寺 町 門崎 地区じょうぼうじ かんざき

現在では、女性や子どもたちの笑顔が絶えない門崎地区 取材協力　岩手県二戸市情報管理室　工藤詩麻さん広報はつかいち11 2013.6.1


